
令和7年　労 働 災 害 発 生 状 況 （令和7年9月末現在） (休業4日以上の死傷者数）
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※ 数値は、労働者死傷病報告より集計したものであり、（　）内は死亡者で内数である。

※ 陸上貨物運送事業は「道路貨物運送業」、「陸上貨物取扱業」を合わせたものをいいます。

※ 新型コロナウイルス感染症へのり患によるものを除く
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フォークリフト作業の安全

１．フォークリフトの運転資格の確認 ２．定期自主検査等の実施

３．作業計画の作成

フォークリフトとの接触等による労働災害が発生していま

す。

４．作業指揮者の配置

５．荷と接触することにより労働者に危険が生じるおそれのある箇所に、

原則、労働者を立ち入らせないこと。立ち入らせる必要がある場合に

は、誘導者を配置すること。

６．フォークリフトの用途外使用をさせないこと 等

１１月は「建設荷役車両特定自主検査強化月間」です。

建設荷役車両（フォークリフト、不整地運搬車等）の点検

実施状況を確認しましょう！


